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当第1四半期連結累計期間におけるグローバル経済情勢は、米国経済は緩やかな回復にとどまり、欧

州では財政金融危機の影響で景気の停滞色がさらに広がりました。また、中国をはじめ新興国において

も景気減速感が続く状況となりました。わが国経済については、内需を中心に緩やかな景気の持ち直し

が見られるものの、円高の進行など先行きの不透明な状況が続いています。 

こうしたなか当社グループは、早期の黒字復帰と成長基調への回帰を目指して、平成24年4月から第4

次中期経営計画(平成24年度～平成26年度)の運用を開始しました。「印刷技術の新領域を切り拓き、お

客さま価値を根本から塗り替える製品群を創出する」という中期ビジョンの実現に向け全社一丸となっ

て取り組んでいます。また、すでに構造改革強化策として固定費や変動費の削減に取り組み、収益性の

改善に向けて注力しています。 

しかし当社グループが主力としているパソコンやスマートフォンなどのコンシューマー・エレクトロ

ニクスの分野では、引き続き製品需要の急激な変動や製品・サービスの低価格化が進行しています。そ

のため、これらの要因が生産効率の悪化と価格引き下げ圧力となって、売上高と利益の両面に重大な影

響を与えており、業績の回復には至りませんでした。 

こうした事業展開の結果、当第1四半期連結累計期間の業績は、売上高は163億36百万円(前年同四半

期比27.4%減)、利益面では営業損失は29億23百万円(前年同四半期は19億11百万円の営業損失)、経常損

失は33億4百万円(前年同四半期は19億36百万円の経常損失)、四半期純損失は34億84百万円(前年同四半

期は14億32百万円の四半期純損失)となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。 

産業資材 

産業資材は、プラスチック製品などの表面を加飾する技術を柱とし、一方で機能フィルムなどへも事

業領域を拡大していくセグメントです。プラスチックの成形と同時に転写を行うIMDは、グローバル市

場でノートパソコン、携帯電話、自動車(内装)、家電製品などに広く採用されています。 

当第1四半期連結累計期間においては、主力である個人用ノートパソコン向けの需要はやや持ち直し

たものの、携帯電話向けの需要が低迷しました。 

その結果、当第1四半期連結累計期間の連結売上高は77億69百万円(前年同四半期比26.2%減)となりま

した。 

  

ディバイス 

ディバイスは、タッチ入力ディバイスFineTouchを中心として精密で機能性を追求したディバイスを

提供していくセグメントです。グローバル市場でスマートフォン・携帯ゲーム機などに採用されていま

す。 

当第1四半期連結累計期間においては、スマートフォン向け静電容量方式のタッチパネルが引き続き

厳しい競争のもとにあり、低調に推移しました。 

その結果、当第1四半期連結累計期間の連結売上高は43億1百万円(前年同四半期比44.0%減)となりま

した。 

  

1．当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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情報コミュニケーション 

情報コミュニケーションは、お客さま企業の広告宣伝、販売などに関するコミュニケーション活動全

般をサポートするセールスプロモーションやWebソリューション、商業印刷、出版印刷のほか、文化財

のデジタルアーカイブ製作も手がけています。 

当第1四半期連結累計期間においては、主力の商業分野で国内景気の低迷による企業の広告費の削

減、インターネットメディアへの移行による印刷物の減少などの影響があり受注競争は激しいものとな

りました。 

その結果、当第1四半期連結累計期間の連結売上高は42億43百万円(前年同四半期比0.3%増)となりま

した。 

  

当第1四半期連結会計期間末における総資産は1,026億85百万円となり前連結会計年度末(平成24年3月

期末)に比べ25億64百万円減少しました。 

流動資産は448億75百万円となり前連結会計年度末に比べ31億74百万円減少しました。主な要因は、

その他に含まれる未収消費税等が16億47百万円、現金及び預金が11億49百万円減少したこと等によるも

のです。 

固定資産は578億9百万円となり前連結会計年度末に比べ6億9百万円増加しました。主な要因は、時価

の変動等により投資有価証券が12億58百万円減少した一方、有形固定資産が20億70百万円増加したこと

等によるものです。 

当第1四半期連結会計期間末における負債は572億21百万円となり前連結会計年度末に比べ9億56百万

円増加しました。 

流動負債は478億34百万円となり前連結会計年度末に比べ14億30百万円増加しました。主な要因は、

その他に含まれる設備未払金が12億79百万円増加したこと等によるものです。 

固定負債は93億86百万円となり前連結会計年度末に比べ4億73百万円減少しました。主な要因は、投

資有価証券の時価の変動等によりその他に含まれる繰延税金負債が3億49百万円減少したこと等による

ものです。 

当第1四半期連結会計期間末における純資産は454億64百万円となり前連結会計年度末に比べ35億21百

万円減少しました。 

  

キャッシュ・フローの状況の分析 

当第1四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前

連結会計年度末に比べ11億72百万円減少し、183億18百万円となりました。 

当第1四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動の結果得られた資金は7億94百万円となりました。増加の要因としては、減価償却費を18億

79百万円計上したこと、主に消費税等の還付によりその他が12億86百万円増加したこと等がありまし

た。一方減少の要因としては、当第1四半期連結累計期間に税金等調整前四半期純損失を32億69百万円

計上したこと等がありました。 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動の結果使用した資金は20億92百万円となりました。これは主に当第1四半期連結累計期間に

有形及び無形固定資産の取得として21億80百万円を支出したこと等によるものです。 

  

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動の結果使用した資金は1億56百万円となりました。これはリース債務の返済により1億56百万

円を支出したこと等によるものです。 

  

平成25年3月期の第2四半期連結累計期間及び通期の業績予想につきましては、平成24年5月11日の公

表から変更はありません。 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

①税金費用の計算 

税金費用については、当第1四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益又は税引前

当期純損失に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四

半期純損失に当該見積実効税率を乗じて計算しています。ただし、見積実効税率を使用できない場合に

は、法定実効税率を使用しています。 

  

(会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更) 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第1四半期連結会計期間より、平成24年4月1

日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更していま

す。 

なお、この変更による当第1四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微です。 

2．サマリー情報(注記事項)に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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3．四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(平成24年6月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 19,735 18,585

受取手形及び売掛金 17,034 16,858

商品及び製品 3,744 3,260

仕掛品 3,018 3,297

原材料及び貯蔵品 1,609 1,762

その他 3,098 1,292

貸倒引当金 △190 △181

流動資産合計 48,050 44,875

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,755 18,313

機械装置及び運搬具（純額） 10,789 10,404

工具、器具及び備品（純額） 1,496 1,389

土地 6,387 6,327

リース資産（純額） 2,965 2,817

建設仮勘定 3,130 6,342

有形固定資産合計 43,524 45,595

無形固定資産

のれん 58 43

ソフトウエア 4,348 4,085

その他 187 260

無形固定資産合計 4,593 4,389

投資その他の資産

投資有価証券 6,661 5,402

その他 2,855 2,858

貸倒引当金 △434 △436

投資その他の資産合計 9,081 7,824

固定資産合計 57,200 57,809

資産合計 105,250 102,685
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年3月31日)

当第1四半期連結会計期間
(平成24年6月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 13,556 13,578

短期借入金 25,094 25,094

未払法人税等 148 70

賞与引当金 967 1,346

その他 6,638 7,744

流動負債合計 46,404 47,834

固定負債

退職給付引当金 5,734 5,786

その他 4,125 3,600

固定負債合計 9,859 9,386

負債合計 56,264 57,221

純資産の部

株主資本

資本金 5,684 5,684

資本剰余金 7,355 7,355

利益剰余金 38,029 34,538

自己株式 △2,925 △2,926

株主資本合計 48,143 44,653

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,807 2,151

為替換算調整勘定 △1,964 △1,340

その他の包括利益累計額合計 842 811

純資産合計 48,986 45,464

負債純資産合計 105,250 102,685
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第1四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成24年4月1日
至 平成24年6月30日)

売上高 22,504 16,336

売上原価 21,404 16,409

売上総利益又は売上総損失（△） 1,100 △73

販売費及び一般管理費 3,012 2,849

営業損失（△） △1,911 △2,923

営業外収益

受取利息 13 20

受取配当金 118 58

その他 95 41

営業外収益合計 227 120

営業外費用

支払利息 32 38

投資有価証券評価損 1 198

為替差損 212 256

その他 6 7

営業外費用合計 252 501

経常損失（△） △1,936 △3,304

特別利益

固定資産売却益 7 38

投資有価証券売却益 － 9

国庫補助金 59 59

特別利益合計 67 107

特別損失

固定資産除売却損 0 13

固定資産圧縮損 59 59

関係会社清算損 209 －

特別損失合計 270 73

税金等調整前四半期純損失（△） △2,139 △3,269

法人税等 △707 215

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,432 △3,484

四半期純損失（△） △1,432 △3,484
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四半期連結包括利益計算書

第1四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第1四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成24年4月1日
至 平成24年6月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △1,432 △3,484

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,323 △655

為替換算調整勘定 524 624

その他の包括利益合計 △798 △31

四半期包括利益 △2,231 △3,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,231 △3,516

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第1四半期連結累計期間
(自 平成23年4月1日
至 平成23年6月30日)

当第1四半期連結累計期間
(自 平成24年4月1日
至 平成24年6月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △2,139 △3,269

減価償却費 2,228 1,879

のれん償却額 14 14

賞与引当金の増減額（△は減少） 775 377

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △46 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 87 51

貸倒引当金の増減額（△は減少） △30 △8

受取利息及び受取配当金 △131 △78

支払利息 32 38

為替差損益（△は益） 78 111

固定資産除売却損益（△は益） △6 △24

投資有価証券売却損益（△は益） － △9

投資有価証券評価損益（△は益） 1 198

関係会社清算損益（△は益） 209 －

売上債権の増減額（△は増加） 5,332 297

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,256 126

仕入債務の増減額（△は減少） △5,749 △82

その他 2,523 1,286

小計 4,436 906

利息及び配当金の受取額 130 78

利息の支払額 △32 △38

法人税等の支払額 △162 △184

法人税等の還付額 979 32

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,351 794

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △1,914 △2,180

有形及び無形固定資産の売却による収入 207 33

投資有価証券の取得による支出 △3 △2

投資有価証券の売却による収入 1 54

貸付金の回収による収入 3 2

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,705 △2,092

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △191 －

長期借入金の返済による支出 △0 －

リース債務の返済による支出 △166 △156

自己株式の取得及び売却による収支 △0 △0

配当金の支払額 △871 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,230 △156

現金及び現金同等物に係る換算差額 146 282

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,561 △1,172

現金及び現金同等物の期首残高 17,107 19,490

現金及び現金同等物の四半期末残高 19,668 18,318
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当第1四半期連結累計期間(自 平成24年4月1日 至 平成24年6月30日) 

該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ 前第1四半期連結累計期間(自 平成23年4月1日 至 平成23年6月30日) 

  

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) 1. 「その他」の区分は不動産事業、人材派遣事業等です。 

2. セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,356百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用等が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

3. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。 

  

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)3産業資材 ディバイス

情報コミュ
ニケーショ

ン

その他
(注)1

計

売上高

  外部顧客への売上高 10,530 7,679 4,232 62 22,504 ― 22,504

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

6 ― ― 269 276 △276 ―

計 10,537 7,679 4,232 331 22,780 △276 22,504

セグメント利益又は損失(△) △182 △336 △91 56 △555 △1,356 △1,911
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Ⅱ 当第1四半期連結累計期間(自 平成24年4月1日 至 平成24年6月30日) 

  

1. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) 1. 「その他」の区分は不動産事業、人材派遣事業等です。 

2. セグメント利益又は損失(△)の調整額△1,278百万円には各報告セグメントに配分していない全社費用等が含

まれています。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費です。 

3. セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っています。 

  

2．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

当第1四半期連結累計期間(自 平成24年4月1日 至 平成24年6月30日) 

該当事項はありません。 

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額 
(注)2

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)3産業資材 ディバイス

情報コミュ
ニケーショ

ン

その他
(注)1

計

売上高

  外部顧客への売上高 7,769 4,301 4,243 21 16,336 ― 16,336

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― 245 245 △245 ―

計 7,769 4,301 4,243 266 16,581 △245 16,336

セグメント利益又は損失(△) △15 △1,638 △62 71 △1,645 △1,278 △2,923

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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